
機用品関連情報登録呼出し業務（CRS）は、外貨客室機用品等を在庫管理情報として 
追加・訂正をする場合に、システムに登録されている在庫管理情報を呼び出すための 
業務です。また、外貨客室機用品に係る基本情報を呼び出す事もできます。 

受託航空会社コード 

航空会社コードを入力します。 
・航空会社管理機用品は受託航空会社  
 コードを入力。 
・自社管理機用品の場合は、｢XX｣を入力。 

種別コード 

品名コード 

機用品品名コードを入力します。 
※掲示板 ｢業務コード集｣ 
  31. 機用品品名コード(初期設定） 
※｢XXXX｣は入力できません。 

N:新規登録(在庫管理情報) 
M:新規登録(譲渡)(在庫管理情報) 
C:追加・訂正(在庫管理情報) 
 I :新規登録(品名コード) 
U:訂正(品名コード) 

業務コード： CRS 
入力者   ： 機用品業 

CRS（機用品関連情報登録呼出し） 
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種別：I 

種別コード 

I :新規登録(品名コード) 

品名コード 

機用品・品名コードは、属性コードを頭に 
英数字4桁で作成します。 

例） A 571 

呼出し結果 

入力内容 

統計品目コード 

免税品：0000000114 
その他：0000000195 

免税品表示 

1:免税品 
0:それ以外 

品名は、自由に 
入力できます 

品名 

業務コード： CRS 
入力者   ：  機用品業 

■機用品品目コード及び機用品名を新規登録する場合に行う処理 

CRS（機用品関連情報登録呼出し） 
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<機用品品名コードの新規登録> 
 機用品を新規登録をする場合は、CRS01業務で登録を行います。 

品目属性
コード 

属性名 
品目属性
コード 

属性名 

A ビール P プラスチック製品 

B ウィスキー Q 金属製品 

C リキュール R 紙製品 

D ワイン･シャンペン S 木･布製品 

E ブランディー T 香水類 

F その他の酒類 U 香水類以外の化粧品 

G 外国産煙草 V ネクタイ・スカーフ 

H 食品類１ W V以外の装飾品類 

K 飲料類（液体） X その他のその他 

L 航空機部品 Y 免税品 

M 陶器製品 Z 予備 

N ガラス製品 

種別コード 

I : 新規登録(品名コード） 

機用品品名コードは右表の属性コードを頭
に英数字4桁で作成します。 

例） A 57 1 
 
 
注）｢I(アイ)｣や｢O(オー)｣の属性コードは 
      使用できません。 

品名コード 

品目属性コード 

CRS01（機用品関連情報登録） 
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種別：U 
種別コード 

U:訂正(品名コード) 

品名コード 

種別「I」で登録した品名コードを入力 
 *登録が無いと展開しません 

呼出し結果 

入力内容 

業務コード： CRS 
入力者   ：  機用品業 

■品名コードに対して品名を登録する場合に行う処理 

CRS（機用品関連情報登録呼出し） 
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種別、品目コードは 
訂正できません 



種別：N,M 

OR 
受託航空会社コード 

  航空会社管理機用品 
   「航空会社コード」 業務コード： CRS 

入力者   ：  機用品業 

呼出し結果 

入力内容 

サイン 

1:蔵入承認 
2:蔵入未承認 
3:輸出免税品 

航空会社用単価 

邦貨を入力します。 
桁数は整数部8桁、 
小数部2桁です。 

原産地 

国コードを入力します 
*免税品の場合、「99」 

単位重量 

グラム単位で 
入力します。 

ワーニング･ポイント 

基準在庫割れを管
理する場合は当該
数量を入力します。 

■新たな機用品の在庫管理を行う場合の処理 

受託航空会社コード 

  自社管理機用品「XX」 

CRS（機用品関連情報登録呼出し） 
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業務コード： CRS 
入力者   ：  機用品業 

呼出し結果 

入力内容 

サイン 

1:蔵入承認 
2:蔵入未承認 
3:輸出免税品 

航空会社用単価 

邦貨を入力します。 
桁数は整数部8桁、 
小数部2桁です。 

原産地 

国コードを入力します 
*免税品の場合、「99」 単位重量 

ワーニング･ポイント 

基準在庫割れを管
理する場合は当該
数量を入力します。 

種別：C 

受託航空会社コード 

(1) 航空会社管理機用品 
   「航空会社コード」 
(2) 自社管理機用品「XX」 

■登録済みの機用品在庫管理情報の追加・訂正を行う場合の処理 

CRS（機用品関連情報登録呼出し） 

グラム単位で 
入力します。 
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機用品蔵入承認申請番号等 

蔵入承認年月日 

システムの年月日より過
去2年までとなります。 

業務コード：CRS01 

CRS01（機用品関連情報登録） 
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CRSの呼出し業務の追加・訂正時に編集できます。（新規登録時は入力不可） 
注意：データを修正する際には、管轄地の税関まで連絡を入れてから行って下さい。 

データ入力についての特記事項  ※グリッド形式部 

• 入力データを貼り付ける場合、数値項目ならばカンマ
（,）等を含めず、標準形式でデータを貼り付ける必要が
あります。また、表形式のデータを貼り付ける場合は、
入力画面のグリッドの体系に合わせる必要があります。 

• 行自体を挿入する場合、右クリックで挿入可能です。 
  （次項参照） 
• ＣＲＳ０１業務で登録可能な欄数は、現状通り３０欄です。 
  （追加の後続欄（３１欄）は編集用としてのみ利用可能） 

(1)保税運送の場合は、AWB番号または保税運送申告 
  番号を入力します。 
(2)輸出免税品に係る訂正の場合は、搬入年月日または 
  自社管理番号を入力します。 
(3)取消の場合は、先頭3桁に｢XXX｣を入力します。 
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CRS01（機用品関連情報登録） 

【事例：機用品蔵入承認番号等「2222」と「3333」の間に、「9999」を挿入させたい場合】 

STEP1 挿入をしたい行の下にある「3333」の部分をクリックして、右クリック→行挿入（I）を選択すると、空欄行が作られます。  

右 

（次のSTEP1からSTEP4までの手順が
必要となります。） 



19 

STEP2 次に、挿入させたい「9999」の部分をクリックして、右クリック→行コピー（K）を選択します。  

CRS01（機用品関連情報登録） 

右 
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STEP3 次に、挿入させたい「9999」の内容を空欄行で右クリック→表貼り付け（S）を選択すると、貼り付けられます。 

右 

CRS01（機用品関連情報登録） 
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STEP4 最後に、元の「9999」部分を選択し、右クリック→行削除（R）を選択し、削除します。これにより作業が完了となります。 

右 

CRS01（機用品関連情報登録） 


